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離が 5 ～ 10 m であったが、最近では試験体
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響発生装置（LRAD : Long Range Acoustic 
Device, LRAD-300X, LRAD Corp.）、対象面
の振動を計測するレーザドップラ振動計には
長距離計測でのスキャンが可能になった超高















は縦 7 ポイント、横 11 ポイントの計 77 ポイ
ント、計測範囲は縦約 570 mm、横約 720 
mm に設定した。計測時の加算平均回数は 3





（PSV-500 Xtra, Polytec Corp.）
図4　実験セットアップ図
図5　計測範囲図
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今回計測に使用したのはマルチトーンバース
ト波である 11）。今回の波形は 100 Hz 刻みに
300 Hz から 4000 Hz まで二群に分けて連続
的に並べて波形である。この時のパルス幅は






（VER : Vibration Energy Ratio, PSD : Pow-
er Spectrum Density）。式（1）において、



























確認された。図中において 600 Hz と 1500 
Hz 周辺に存在する反応は、今回計測に使用




















近い上から 3 行目（380 mm）のデータを使
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